
中
華
人
民
共
和
国
の
小
学
語
文

小

川

寿

一

 
本
稿
は
倉
石
武
四
郎
先
生
校
訂
「
小
学
語
文
」
に
よ
り
取
材
し
た
。
小
学
語

文
の
一
語
は
現
代
の
中
華
人
民
共
和
国
の
国
語
教
科
書
の
意
で
あ
る
。

 
日
本
で
の
義
務
教
育
と
言
は
れ
る
中
学
程
度
の
も
の
は
語
文
そ
の
も
の
で
語

句
、
語
法
、
文
法
を
詳
述
し
た
も
の
が
私
の
手
許
に
あ
る
。

 
中
華
人
民
共
和
国
は
世
界
各
国
の
注
視
を
集
め
て
い
る
国
家
で
あ
り
、
私
は

「
小
学
語
文
」
を
透
し
て
中
華
人
民
共
和
国
の
国
語
教
材
を
分
析
し
て
見
た
い

の
で
あ
る
。

 
倉
石
先
生
の
「
小
学
語
文
」
は
計
八
冊
の
中
、
第
七
巻
が
欠
け
て
い
る
。
然

し
そ
の
七
冊
を
入
手
出
来
得
た
の
は
貴
重
な
教
科
書
で
あ
る
。
中
国
（
以
下
中

華
人
民
共
和
国
）
が
、
教
育
関
係
、
こ
と
に
小
中
学
課
程
の
教
材
が
域
外
に
移

出
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
理
由
の
判
断
に
こ
ま
る
が
、
多
分

こ
の
種
の
教
赫
は
尚
検
討
す
べ
き
点
を
残
し
て
い
る
と
考
へ
て
い
る
の
か
と
推

察
す
る
よ
り
外
は
な
い
。

 
倉
石
先
生
の
校
訂
さ
れ
た
「
小
学
語
文
」
は
中
国
の
原
文
と
発
音
を
ロ
ー
マ

字
綴
り
の
所
謂
「
掛
音
」
で
印
刷
さ
れ
、
上
記
七
冊
よ
り
題
目
を
取
捨
さ
れ
て

百
二
十
三
課
に
印
刷
さ
れ
て
あ
る
。

 
日
本
の
小
学
校
国
語
読
本
の
最
初
は
「
の
り
こ
さ
ん
」
 
「
は
い
」
の
応
対
用

語
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

 
申
国
で
は
、

毛
主
席

稲飛
行
機

手猫た
ん
ぼ
の

三
頭
の
牛

教
室

私
の

 
教
科
書

終
業

労
働
者

棉
花

汽
船

顔鶏

目朝憲農
  ：地民

あ
ひ
る

米着
物

起
床

耳前
方
の
羊

三
頭
の
馬
学
校
 
 
先
生

圃
黒
板

始
業

 ブ
にラ
乗ン
るコ

机

腰
掛

メ
リ
ケ
ン
粉

汽
車

着
物
を
着
る

犬後
方
の
犬

同
級
生

私
の
鞄

勉
強
 
 
字
を
書
く
歌
を
歌
う

縄
と
び

 
子
供
の
生
活
環
境
に
近
い
動
物
で
猫
が
五
回
、
犬
と
羊
が
四
回
、
狐
と
狼
が

四
回
出
て
い
る
の
は
意
外
で
あ
り
、
鶏
、
熊
、
兎
が
三
回
で
あ
る
、
上
述
の

狐
、
狼
、
熊
が
比
較
的
多
く
、
豚
と
あ
ひ
る
の
少
い
の
が
予
想
外
で
あ
る
。

 
次
に
植
物
関
係
の
教
材
で
は

 
〇
三
粒
の
豆
 
 
 
「
 
○
桃
の
花

 
○
日
ま
わ
り
の
種
ま
き
 
○
麦
の
収
獲

 
○
野
菜
売
り
 
 
 
 
 
○
野
菜
畑

 
○
熊
婆
さ
ん
と
野
采
 
 
○
小
さ
な
樹
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○
森
林
老
人
 
 
 
 
〇
一
粒
の
種

○
朝
顔
の
蕾
 
 
 
 
○
豆
の
旅
行

天
候
、
自
然
を
内
容
と
教
材
に
し
た
も
の
で
は

○
小
さ
い
舟
 
 
 
 
○
大
雪

○
雪
だ
る
ま
へ
問
う
 
○
坊
や
は
好
い
子
だ

○
小
雨

○
メ
ー
デ
ー

○
初
冬

○
雷
雨

○
太
陽
と
虹

○
夏
は
去
り
ぬ

○
池

○
春

次
に
民
俗
慣
習
と
謎
、

○
白
い
ブ
ク
ち
ゃ
ん

○
謎

○
祝
賀
花
火

○
仲
秋
節
の
管

○
寒
入
り
九
九
の
歌

○
謎

○
裡
諺

○
待
ち
ぼ
う
け

以
上
十
五
鍔
音
に
謎
、

○
北
京

〇
四
季
の
神
さ
ま

○
湿
婆
さ
ん
の
怒
り

○
朝
の
輝
き

〇
四
つ
の
希
望

○
秋
の
農

○
三
跡
ち
ゃ
ん

○
掘
抜
井
戸

僅
諺
を
、
と
り
入
れ
た
教
材
は

○
新
年
の
飾
り
絵

○
謎

○
毛
主
席
は
吾
等
の
あ
る
じ

〇
二
つ
の
鞄

○
清
明
節
と
穀
雨

○
謎

○
属
領
の
争
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
狸
諺
教
材
が
殆
の
五
課
も
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

日
常
生
活
に
関
す
る
教
材
を
拾
っ
て
み
る
と
、

中
華
人
民
共
和
国
の
小
学
語
文

○
放
課

○
学
級
当
番

○
君
の
仕
方
は
よ
い

○
小
さ
な
馬
車

○
布
子
を
縫
う

○
私
た
ち
の
教
室

○
棟
上
げ

○
お
婆
ち
ゃ
ん

○
金
色
の
竹

○
麦
の
収
獲

○
私
達
は
毛
主
席
の
よ
い
子
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
ろ
う

○
毛
主
席
の
小
さ
い
時

○
解
放
前
の
農
民

○
司
馬
温
公
の
幼
時

○
野
火
の
消
火

○
叔
父
さ
ん
お
収
め
下
さ
い

○
小
英
は
後
悔
し
た

○
夜
学

〇
一
番
好
い
事
は
何
か

○
公
園

○
授
業
の
始
ま
り

○
縄
と
び

○
狼
が
出
た

○
大
き
な
大
根

○
先
生
が
僕
等
を
見
送
っ
て

○
小
鈴
と
洋
紅

○
矢
張
り
人
間
は
偉
い

○
水
を
飲
ん
で
苦
労
を
偲
ぶ

○
笑
話

○
私
は
去
年
よ
り
さ
ら
に
楽
し
い

 
生
活
関
係
の
教
材
は
全
体
の
三
割
以
上
に
及
び
、

教
材
が
殊
更
に
多
い
の
に
注
目
し
た
い
。

現
代
中
国
の
人
人
が
絶
対
に
神
聖
者
と
す
る
毛
主
席
に
関
連
す
る
教
材
を
拾
い

上
げ
て
拙
訳
を
附
加
し
た
。

○
解
放
前
の
労
働
者

○
小
牽

○
毛
主
席
の
看
劇

○
速
や
耳

○
私
は
お
母
さ
ん
思
い

○
こ
う
す
る
方
が
よ
い

○
お
母
さ
ん
に
捧
ぐ

○
毛
主
席
は
規
則
を
守
る

 
 
 
 
 
申
で
も
毛
主
席
に
連
な
る

 
そ
こ
で
単
語
の
毛
主
席
は
さ
て
お
き
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○
年
画

 
新
年
快
到
了
。
有
一
天
、
大
成
和
小
菊
限
着
釜
髪
上
書
店
去
。
書
店
当
年
画

論
多
、
花
花
緑
緑
的
、
好
憎
得
根
。
他
個
這
児
鮎
下
芸
能
看
、
那
児
等
下
来
看

看
、
釜
釜
説
…
線
偲
雲
斗
鄭
張
、
自
己
挑
罷
…
挑
来
挑
去
、
大
成
挑
了
張
〃
和

平
鵠
”
他
説
…
買
回
家
去
我
還
要
凝
着
画
泥
…
小
菊
画
塾
張
〃
給
毛
主
席
翌

年
”
上
面
画
着
一
群
小
学
生
給
毛
主
席
拝
年
、
毛
主
席
看
着
他
偲
笑
、
小
菊

説
…
〃
釜
釜
、
郁
看
、
毛
主
席
多
愛
小
猿
子
祠
”

 
新
年
が
間
近
い
あ
る
日
、
大
成
君
と
小
菊
さ
ん
は
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
本
屋

へ
行
き
ま
し
た
。
書
店
に
は
新
年
の
飾
絵
が
、
ず
ら
り
美
し
く
な
ら
ん
で
い
ま

し
た
。
彼
等
は
あ
ち
こ
ち
と
美
し
い
絵
を
手
に
と
っ
て
、
じ
っ
と
見
と
れ
て
い

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
「
お
前
達
、
自
分
で
す
き
な
も
の
を
探
し
な
さ
い
」
と

仰
言
っ
た
の
で
、
大
成
君
は
「
平
和
の
鵠
」
を
と
り
上
げ
、
 
「
家
に
帰
っ
た
ら

僕
も
こ
の
通
り
画
き
た
い
な
」
と
云
っ
て
お
り
、
小
菊
さ
ん
は
「
毛
主
席
の
年

始
」
を
一
枚
買
っ
て
貰
い
ま
し
た
。
絵
に
は
沢
山
な
小
学
生
が
毛
主
席
に
年
始

の
挨
拶
を
し
て
い
る
の
を
、
毛
主
席
が
見
て
に
っ
こ
り
頬
笑
ん
で
い
ま
す
。

「
お
父
さ
ん
御
覧
な
さ
い
、
毛
主
席
が
小
学
生
を
可
愛
が
っ
て
お
ら
れ
る
、
に

っ
こ
り
と
な
さ
っ
て
い
る
顔
が
す
ば
ら
し
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と
云
っ
て
い

ま
す
。

○
我
燗
的
教
室
真
好
嘱
1
1
“

毛
主
席
的
像
掛
在
塙
上
。
我
燗
一
進
教
室
、
就
看
見
毛
主
席
的
像
、
教
室
裡
的

稟
子
、
椅
子
復
乾
浄
、
搦
得
根
整
斉
、
窓
子
復
大
、
教
室
豊
根
亮
。
窓
台
上
放

着
四
盆
花
、
又
香
又
好
看
。
我
希
望
我
偲
的
教
室
。
我
喜
歓
我
偲
的
学
校
。

 
僕
等
の
教
室
は
ほ
ん
に
美
し
い
。
毛
主
席
の
絵
が
教
室
の
壁
に
掲
げ
て
あ

り
、
誰
で
も
教
室
へ
入
る
と
す
ぐ
毛
主
席
の
絵
が
目
に
入
る
。
教
室
の
机
、
椅

子
も
清
潔
で
、
き
ち
ん
と
並
ん
で
い
る
。
窓
が
大
き
い
の
で
教
室
が
課
そ
う
明

る
い
。
窓
わ
く
の
上
に
四
つ
植
木
鉢
の
花
が
お
い
て
あ
る
。
僕
は
僕
等
の
教
室

が
大
す
き
で
あ
る
。
僕
は
僕
等
の
学
校
が
大
す
き
だ
。

○
金
竹
子
（
註
）
節
児
密
。

 
欣
根
竹
子
当
馬
騎
。

 
騎
雲
南
来
騎
到
北
、

 
騎
到
東
来
騎
到
西
。

 
還
要
騎
到
北
京
去
、

 
去
見
哨
椚
毛
主
席
。

金
色
の
竹
、
節
が
近
く
て
美
し
い

一
本
筏
っ
て
、
竹
馬
遊
び

 
（
註
）
金
竹
子
・
広
東
省
産
の
竹
、

南
か
ら
北
へ

東
か
ら
西
へ
．

北
京
ま
で
と
ん
で
行
っ
て

毛
主
席
に
会
い
た
い
な
。

○
毛
主
席
住
在
北
京
。

金
色
の
竹
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北
京
根
大
、
根
美
、

 
天
安
門
就
在
北
京
城
裡
、
紅
塙
、
紅
瓦
、
又
高
大
、
又
美
麗
、
門
前
有
五
座

白
石
橋
、
橋
的
前
面
是
広
場
。
北
京
的
街
道
根
寛
。
電
車
、
汽
車
、
自
行
車
、

来
来
往
往
、
像
穿
稜
一
様
。
仮
綴
高
下
一
号
、
葬
処
都
是
樹
。
手
函
北
京
城
、

就
像
一
片
緑
的
海
、
北
京
多
美
嘔
1
1
一
我
欄
真
愛
北
京
H

 
毛
主
席
は
北
京
に
居
ら
れ
る
。

北
京
は
、
す
ば
ら
し
く
大
き
く
、
大
層
美
し
い
町
、

 
天
安
門
は
北
京
に
あ
る
。
赤
色
の
壁
に
黄
金
色
の
瓦
、
ず
ば
抜
け
て
大
き

く
、
大
変
美
し
い
。

 
天
安
門
の
前
に
五
つ
の
大
理
石
の
橋
が
架
っ
て
、
そ
の
前
が
広
場
に
な
っ
て

い
る
。
道
路
の
幅
が
う
ん
と
広
く
、
電
車
、
自
動
車
、
自
転
車
が
行
き
か
う
さ

ま
は
、
ま
る
で
稜
の
織
り
な
す
よ
う
な
賑
は
ひ
。

高
い
所
に
登
っ
て
町
を
見
下
す
と
、
ど
こ
迄
も
一
面
に
樹
が
茂
っ
て
、
北
京
全

体
が
ま
る
で
緑
の
海
。

な
ん
と
美
し
い
北
京
。
私
は
北
京
が
す
き
だ
。

 
〇
五
一
節

 
今
天
意
五
一
節
、
我
等
着
工
釜
去
遊
行
。

天
安
門
広
場
上
人
山
人
海
、
到
処
是
紅
旗
、
到
処
是
電
器
。
我
眼
釜
釜
並
排

走
。
我
挺
着
胸
、
逼
開
大
歩
、
一
辺
走
、
一
辺
賊
口
号
。

 
到
天
安
門
前
面
了
。
琶
釜
把
我
抱
起
来
。
譲
我
坐
在
他
肩
上
。
我
魚
見
毛
主

席
了
。
毛
主
席
就
在
天
安
門
上
。
我
揺
着
小
旗
、
大
声
減
…
毛
主
席
万
歳
1
1
毛

主
席
万
歳
1
1
“

中
華
人
民
共
和
国
の
小
学
語
文

 
毛
主
席
不
停
的
弓
手
。
毛
主
席
一
定
看
見
我
了
。
三
三
走
過
天
安
門
根
遠

了
、
還
回
組
頭
去
看
毛
主
席
。

 
メ
ー
デ
ー

 
今
日
の
メ
ー
デ
ー
に
僕
は
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
行
進
に
参
加
し
た
。

 
天
安
門
広
場
は
ま
る
で
人
の
海
で
、
何
処
も
彼
処
も
赤
旗
と
花
の
渦
が
ま
い

て
い
る
。
僕
は
お
父
さ
ん
と
肩
を
張
り
大
足
に
行
進
し
な
が
ら
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

叫
ん
だ
。
天
安
門
広
場
に
や
っ
と
着
い
た
。
お
父
さ
ん
は
僕
を
抱
き
上
げ
、
肩

車
に
乗
せ
て
く
れ
た
。

 
天
安
門
に
毛
主
席
が
立
っ
て
居
ら
れ
る
の
が
見
え
る
、
僕
は
小
旗
を
振
り
振

り
大
声
で
「
毛
主
席
万
歳
1
1
毛
主
席
万
歳
1
1
」
と
叫
ん
だ
。

 
毛
主
席
は
、
た
ゆ
ま
ず
手
を
振
っ
て
お
ら
れ
る
、
毛
主
席
は
き
っ
と
僕
を
見

つ
け
ら
れ
た
の
だ
。
僕
達
は
天
安
門
を
ず
っ
と
通
り
過
ぎ
て
か
ら
も
、
何
度
と

な
く
振
り
返
っ
て
毛
主
席
を
見
た
。

 
○
吃
水
不
忘
開
井
人

 
瑞
金
城
外
有
個
小
村
子
、
叫
砂
洲
鰯
、
毛
主
席
在
那
児
住
過
。
容
子
裡
没
有

井
、
吃
水
要
到
村
子
外
辺
児
的
小
河
裡
去
挑
、
路
根
遠
。
毛
主
席
就
帯
着
村
子
、

裡
的
人
開
了
一
口
井
。

 
解
放
了
、
沙
洲
矯
的
人
在
井
的
弓
盲
溝
立
了
一
塊
木
牌
、
上
面
磁
壁
…
吃
水

不
忘
車
井
人
…
時
刻
想
念
毛
主
席
。

 
水
を
飲
ん
で
井
戸
掘
り
の
労
苦
を
偲
べ
（
註
一
）

 
瑞
金
（
註
二
）
城
外
に
あ
る
砂
洲
蠣
と
い
う
処
は
、
以
前
毛
主
席
が
住
ん
で

居
ら
れ
た
処
で
あ
る
。
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〔
註
一
〕
中
国
の
僅
諺
、
報
恩
反
始
の
讐
へ
で
あ
る

〔
註
二
〕
江
西
省
鞍
南
道
に
あ
る
、
国
民
党
政
権
時
期
に
、
こ
の
地
で
毛
沢
東

 
 
 
 
が
共
産
党
の
ソ
ベ
ー
ト
地
区
を
作
り
、
蒋
介
石
、
毛
沢
東
の
反
目
は

 
 
 
 
こ
の
頃
よ
り
激
し
く
な
っ
た
。

 
部
落
に
は
井
戸
が
な
い
の
で
、
村
か
ら
離
れ
た
小
川
へ
水
を
汲
み
に
行
く
よ

り
仕
方
な
く
、
遠
い
道
の
り
を
水
を
運
ぶ
こ
と
に
苦
労
し
て
い
た
。
毛
主
席
は

村
の
人
た
ち
を
説
い
て
井
戸
を
掘
る
こ
と
に
し
た
。

 
解
放
（
世
職
）
し
て
か
ら
砂
洲
煽
の
人
人
は
そ
の
井
戸
の
傍
に
「
水
を
飲
ん

で
井
戸
掘
り
の
労
苦
を
偲
べ
」
と
認
め
た
木
柱
を
建
て
て
、
毛
主
席
の
恩
を
忘

れ
て
は
な
ら
ぬ
と
考
へ
た
。
 
〔
註
三
〕
一
九
四
九
年
十
月
一
日

 
○
打
麦
〔
註
〕

 
 
 
 
 
ロ
ユ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
H
 
H
 
距
H
 
H
 
H
 
恥
1
1
“
大
家
弓
打
麦
。
麦
子
好
、
麦
子
多
、
三
三

 
徹
膜
膜
。

 
嘆
嘆
白
、
嘆
膜
香
、
従
前
地
主
吃
、
現
在
自
己
嘗
感
謝
毛
主
席
1
1
感
謝
共
産

 
党
H

 
麦
打
ち

 
ピ
 
ピ
 
パ
イ
ー
-
”
ピ
 
ピ
 
パ
イ
ー
ー
”
さ
あ
皆
で
麦
打
ち

 
麦
は
よ
い
上
、
多
く
と
れ
た
。
粉
に
し
た
ら
饅
頭
に
し
よ
う

 
饅
頭
は
白
く
て
、
し
か
も
お
い
し
い
。
い
ま
迄
は
地
主
だ
け
食
べ
て
い
た

が
、
今
は
自
分
の
も
の
。

〔
註
〕
一
九
四
九
年
十
月
一
日
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
と
比
べ
て
毛
主
席
に

お
礼
を
言
お
う
。
共
産
党
に
感
謝
し
た
も
の
。

 
○
我
事
要
微
毛
主
席
的
好
核
子

 
我
椚
快
満
八
歳
了
。
大
家
還
叫
我
慢
「
小
覆
子
」
可
是
我
個
読
完
了
一
年

級
、
己
経
学
到
了
不
少
知
識
。
我
個
学
会
了
読
書
檸
聴
…
新
的
棉
花
、
新
的
布

…
我
意
学
会
了
算
術
、
伽
看
1
1
”
七
加
八
等
干
十
五
。
我
椚
学
会
了
唱
歌
、
侭

 
 
リ
エ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
ユ

聴
u
掘
h
飴
ぬ
、
㎞
b
猿
b
…
我
椚
学
会
了
図
画
、
三
脚
H
一
隻
公
課

一
朶
大
紅
花
。
我
椚
要
陞
二
年
級
了
、
我
椚
感
謝
我
澗
的
老
師
。
三
彩
一
歩
一

歩
向
前
進
、
我
摘
要
敬
毛
主
席
的
好
核
子
。

私
達
は
毛
主
席
の
好
い
子
に
な
ろ
う

 
私
達
は
間
も
な
く
八
才
に
な
る
。
皆
の
者
が
「
子
供
」
と
私
達
を
呼
ぶ
け
れ

ど
も
、
一
年
は
も
う
終
っ
た
。
こ
れ
迄
に
多
く
の
こ
と
を
習
っ
た
。
国
語
で
は

新
し
い
棉
花
、
新
し
い
布
。
算
術
も
教
は
っ
た
。
七
た
す
八
は
十
五
、
私
達
は

唱
歌
も
習
っ
た
。
ヘ
イ
 
ラ
 
ラ
 
ラ
、
ヘ
イ
 
ラ
 
ラ
 
ラ
、
私
達
は
図
画

も
習
っ
た
。
御
覧
、
一
羽
の
雄
ど
り
、
大
輪
の
赤
い
花
、
私
達
は
間
も
な
く
二

年
生
に
な
る
。
私
達
は
私
達
の
先
生
に
感
謝
す
る
ρ
私
達
は
一
歩
一
歩
前
進
し

て
、
毛
主
席
の
よ
い
子
に
な
り
た
い
。

．
○
毛
主
席
小
時
候
児
怒
様
学
習

 
毛
主
席
小
時
候
児
就
根
喜
歓
学
習
。
他
八
歳
上
的
弓
。
老
師
一
開
頭
就
教
他

読
経
書
。
三
三
経
書
都
三
根
三
三
的
、
可
是
他
還
是
聴
老
師
的
話
、
把
那
些
書

読
完
。
他
自
己
還
借
了
些
小
説
来
読
。
「
西
遊
記
」
阿
「
水
回
伝
」
咽
「
三
国

演
義
」
嘱
、
馬
匹
頭
上
是
些
圏
割
荘
重
故
事
、
他
全
読
過
。
到
了
十
三
歳
、
他

就
眼
着
省
釜
労
働
ノ
不
再
上
学
了
。
白
天
他
在
地
裡
幹
聾
児
、
一
休
息
就
押
出
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書
悪
留
。
君
上
他
幕
雀
釜
記
完
賑
ノ
就
在
聖
油
灯
下
読
書
写
字
。
磁
到
好
事
、

他
総
不
詳
毒
手
一
口
気
把
算
置
完
了
。
倒
語
整
労
働
了
三
年
、
也
聖
職
学
習
了

三
年
。
三
年
裡
頭
他
読
了
許
多
書
、

只
要
他
個
郷
裡
伐
得
到
的
書
、
他
都
黒
影
読
了
。
読
過
的
書
、
有
的
他
記
了
筆

記
、
有
的
他
側
能
背
下
、
毛
主
席
小
時
候
児
就
早
業
様
認
真
学
習
的
σ

 
毛
主
席
の
幼
少
時
代
の
学
習

 
毛
主
席
は
幼
少
時
．
代
、
学
問
す
る
こ
と
が
好
き
で
あ
っ
た
。
彼
は
八
才
で
就

学
し
た
。
先
生
は
彼
に
経
書
の
手
引
き
を
し
た
。
多
く
の
経
書
は
み
な
難
解
の

も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
然
し
彼
は
、
先
生
の
仰
言
っ
た
通
り
、
そ
れ
等
の
経

書
を
こ
と
ご
と
く
読
み
終
へ
た
。
又
時
と
し
て
は
小
説
を
見
つ
け
る
と
、
浸
る

よ
う
に
読
破
し
た
。
 
「
西
遊
記
」
と
か
「
水
潜
伝
」
と
か
（
は
た
又
「
三
国
演

義
」
等
等
、
そ
の
中
に
は
面
白
い
物
語
が
沢
山
書
い
て
あ
る
。
十
三
才
に
な
る

と
、
彼
は
父
と
一
緒
に
労
働
を
し
た
、
学
校
は
止
め
て
、
日
申
の
彼
は
田
ん
ぼ

で
精
出
し
て
働
い
た
。
仕
事
の
休
み
の
問
に
本
を
開
い
て
読
み
、
夜
は
父
の
手

伝
の
帳
簿
の
計
算
を
し
た
、
菜
種
油
の
許
で
、
読
書
や
習
字
練
習
を
し
、
何
か

面
白
い
記
載
の
個
所
が
見
つ
か
る
と
、
む
さ
ぼ
る
様
に
、
一
気
に
読
み
終
へ

た
。
彼
は
丸
三
年
労
働
に
つ
き
、
三
年
間
勉
強
し
つ
づ
け
た
。
そ
の
三
年
の
中

に
、
彼
は
魑
し
い
本
を
読
ん
だ
。
郷
里
で
手
に
入
る
本
で
も
の
な
ら
ば
、
ど
ん

な
手
だ
て
も
し
て
読
み
、
読
書
し
て
或
る
部
分
は
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
、
塗
る

も
の
は
そ
の
文
章
を
全
部
暗
諦
し
た
。

 
毛
主
席
の
幼
少
時
代
は
こ
の
様
に
真
剣
に
学
閥
に
精
進
し
た
の
で
あ
っ
た
。

○
国
慶
（
註
一
）

中
華
人
民
共
和
国
の
小
学
語
文

 
一
九
四
九
年
十
月
一
日
、
天
安
門
昇
起
五
色
紅
旗
（
註
二
）
．
毛
主
席
向
全
世

界
宣
布
…
中
華
人
民
共
和
国
成
立
…
中
国
共
産
党
領
導
人
民
、
起
走
了
帝
国
主

義
、
消
滅
了
反
動
勢
力
、
大
贈
歩
走
向
社
会
主
義
。

〃
轟
隆
隆
”
〃
轟
隆
隆
”
開
国
典
礼
的
砲
声
驚
天
動
地
。
還
有
千
万
人
的
歓
呼

〃
万
歳
共
産
党
”
万
歳
毛
主
席
”
年
年
国
慶
節
、
我
個
小
核
子
也
興
起
紅
旗
、

掌
我
椚
最
好
的
成
績
、
向
毛
主
席
報
喜
。

 
一
九
四
九
年
十
月
一
日
、
天
安
門
に
五
星
紅
旗
が
掲
げ
ら
れ
た
。
毛
主
席
は

中
華
人
民
共
和
国
成
立
し
た
こ
と
を
厳
か
に
全
世
界
に
宣
言
し
た
。

 
中
国
共
産
党
は
人
民
を
ひ
き
い
て
、
帝
国
主
義
者
を
国
外
へ
追
い
出
し
、
反

動
勢
力
を
駆
逐
し
て
力
強
く
社
会
主
義
国
家
に
進
む
こ
と
を
宣
言
し
た
。

 
ゴ
ウ
ド
ン
ド
ン
、
ゴ
ウ
ド
ン
ド
ン
、
建
国
節
の
礼
砲
は
天
地
を
震
は
し

て
い
る
。
そ
こ
に
は
何
千
言
百
万
人
の
ど
よ
め
き
、
共
産
党
万
才
、
毛
主
席
万

歳
。 

私
達
小
早
も
赤
旗
を
高
く
さ
し
上
げ
、
私
共
の
立
派
な
成
績
を
以
っ
て
、
毛

主
席
に
祝
賀
の
気
持
を
捧
げ
た
い

（
註
一
）
中
華
入
民
共
和
国
の
建
国
節
一
九
四
九
、
一
〇
、
一

（
註
二
）
満
地
紅
色
の
旗
に
五
個
の
星
を
金
色
で
左
肩
に
模
様
化
し
て
中
華
人

民
共
和
国
国
旗
、
五
星
と
は
中
央
の
共
産
党
を
労
働
者
、
農
民
、
小
ブ
ル
ジ
。

ア
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
斗
星
が
囲
ん
だ
も
の
と
し
て
い
る
。

○
東
方
紅

東
方
紅
、
太
陽
陞
、

他
為
人
民
謀
幸
福
、

中
国
出
了
毛
沢
東
。

他
是
人
民
大
救
星
。
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毛
主
席
愛
人
民
、

為
所
建
設
新
中
国
、

共
産
党
像
太
陽
、

邸
裡
有
漏
共
産
党
、

他
是
我
潤
帯
路
人
。

領
導
我
欄
向
前
進
。

照
到
邸
三
哲
雨
曝
。

邸
裡
人
民
得
解
放
。

 
東
の
空
は
赤
色
、
太
陽
が
翻
り
、
中
国
に
毛
沢
東
が
出
た
。
彼
こ
そ
あ
ら
ゆ

る
人
民
の
幸
福
を
願
う
救
い
の
神
だ
。
毛
主
席
は
人
民
を
愛
す
る
指
導
者
だ
。

新
中
国
建
設
の
為
め
に
吾
等
の
前
進
を
導
い
て
下
さ
る
。

 
共
産
党
は
太
陽
の
様
に
、
ど
こ
に
で
も
光
を
射
る
共
産
党
の
あ
る
と
こ
ろ
、

そ
こ
の
人
民
は
圧
迫
か
ら
解
放
せ
ら
れ
る
。

 
○
毛
主
席
皓
融
着
我
個

 
孜
子
郁
聴
-
一
蒔
鐘
正
打
了
十
二
点
、
首
都
北
京
城
裡
、
毛
主
席
正
在
迎
接
新

年
。
他
帖
正
着
全
国
人
民
1
1
”
大
人
和
小
葉
児
、
老
人
和
青
年
。
他
一
心
希
望
1
1
”

大
家
都
過
快
楽
的
新
年
、
大
家
都
有
更
幸
福
的
明
天
。

 
子
供
達
よ
、
今
丁
度
十
二
時
が
鳴
っ
た
。
首
都
北
京
で
は
毛
主
席
が
新
年
を

迎
へ
て
い
る
の
だ
よ
。
彼
は
全
国
、
津
津
浦
浦
の
人
々
の
事
を
念
じ
つ
つ
、
大

人
も
小
供
も
皆
が
楽
し
い
年
を
迎
へ
、
多
く
の
人
々
が
更
に
幸
福
な
明
日
を
迎

へ
る
様
に
願
っ
て
居
ら
れ
る
。

 
○
毛
主
席
在
戯
院
裡

 
有
一
次
、
 
一
個
劇
団
在
延
安
演
戯
。
戯
院
裡
坐
満
了
人
。
快
開
幕
的
時
候

児
、
有
壁
人
員
在
位
細
説
、
 
「
毛
主
席
也
優
等
看
戯
、
請
坐
在
前
幅
児
陶
磁
譲

出
一
個
坐
由
来
。
坐
在
前
室
田
下
臭
墨
毛
主
席
要
望
、
都
軸
起
来
、
想
把
自
己

的
坐
位
譲
給
毛
主
席
。

 
其
実
毛
主
席
己
経
来
了
。
他
看
見
前
糠
働
向
坐
位
、
就
在
後
辺
我
個
空
位
子

坐
下
了
。
這
時
候
児
他
看
見
大
家
給
気
譲
坐
位
、
就
面
起
来
説
「
大
家
還
是
坐

原
来
的
坐
位
罷
一
動
秩
序
就
乱
了
」
大
家
一
定
要
譲
毛
主
席
坐
礁
前
年
来
。
毛

主
席
看
大
家
不
肯
坐
下
、
就
走
到
前
辺
去
、
坐
在
一
個
小
朋
友
的
坐
位
上
。
毛

主
席
愈
愈
個
小
朋
友
抱
富
来
、
譲
他
坐
在
腿
上
。
開
幕
了
、
毛
主
席
画
論
個
小

三
友
一
塊
児
看
戯
。

 
生
る
時
、
劇
団
が
黄
塵
で
開
演
し
よ
う
と
し
た
時
の
こ
と
、
劇
場
内
は
人
で

ピ
杯
で
身
動
き
出
来
ぬ
程
の
際
、
開
幕
の
前
に
劇
場
側
で
一
人
が
演
壇
で
「
毛

主
席
が
看
劇
に
お
出
で
に
な
る
か
ら
前
の
方
の
坐
席
を
一
つ
空
け
て
呉
れ
な
い

か
」
と
言
っ
た
の
で
、
前
方
に
坐
席
に
い
た
者
は
毛
主
席
が
来
ら
れ
る
な
ら
ば

と
、
皆
の
者
が
立
ち
上
っ
て
席
を
空
け
よ
う
と
し
た
。

 
と
こ
ろ
が
、
毛
主
席
は
と
っ
く
に
到
着
さ
れ
て
い
た
。
彼
は
前
方
に
席
が
な

い
の
で
、
後
方
の
空
席
に
腰
揖
け
て
い
た
。
こ
の
時
彼
は
皆
の
者
が
彼
に
席
を

譲
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
彼
は
立
ち
上
り
「
皆
さ
ん
矢
張
り
今
迄
の
席
に
戻

り
下
さ
い
。
動
き
始
め
る
と
場
内
の
秩
序
が
乱
れ
ま
す
」
と
言
い
ま
し
た
が
「

皆
が
ど
う
し
て
も
前
方
に
御
出
で
に
な
る
様
に
言
い
ま
す
の
で
、
仕
方
な
く
前

の
方
に
出
て
、
或
る
子
供
の
席
に
座
を
と
り
、
そ
の
子
供
を
抱
い
て
膝
の
上
に

乗
せ
、
毛
主
席
と
そ
の
子
供
は
一
緒
に
看
回
し
た
の
で
す
。

 
○
慶
祝
国
慶

 
国
慶
節
前
一
天
、

、
着
一
座
松
柏
湯
壷
、

茜
雲
学
校
開
会
慶
祝
国
慶
、
農
業
社
的
広
場
上
、
南
辺
搭

北
辺
二
業
一
座
王
台
講
台
上
掛
着
両
面
国
旗
、
中
間
是
毛
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主
席
的
像
、
講
台
前
辺
罹
着
各
種
顔
色
的
菊
花
。

 
参
加
慶
祝
会
的
人
陸
陸
続
続
講
師
了
。
同
学
個
都
感
得
又
整
斉
又
乾
浄
。
門

先
隊
員
的
紅
領
巾
、
女
同
学
頭
上
的
胡
蝶
結
、
在
陽
光
裡
格
外
鮮
明
。
老
師
穿

着
新
衣
服
。
校
長
也
来
了
。
他
個
眼
我
個
一
起
慶
祝
国
慶
、
荒
畑
看
我
冊
的
表

演
。
下
午
両
点
鐘
、
慶
祝
会
開
始
、
大
家
唱
国
歌
。
今
天
唱
歌
的
人
特
別
多
、

歌
声
特
別
響
亮
。
校
長
先
講
話
、
他
界
励
我
椚
聴
毛
主
席
漏
話
、
倣
到
身
体

好
、
学
習
好
、
工
作
好
。
農
業
社
主
任
接
着
講
話
、
他
説
哨
燗
合
作
社
今
年
増

産
、
小
学
生
也
出
了
不
少
力
。
趙
老
師
給
我
偲
講
了
井
澗
霊
的
故
事
。
他
告
訴

我
個
、
雨
天
的
幸
福
生
活
、
是
経
過
許
多
銀
吾
嬬
闘
争
才
取
得
的
。

 
陳
立
的
釜
釜
参
加
過
解
放
戦
争
、
校
長
請
他
講
了
一
個
解
放
戦
争
的
故
事

。
接
着
表
演
開
始
了
。
有
合
唱
、
有
舞
踏
、
有
詩
歌
朗
請
。
最
後
、
我
個
班
表

演
小
歌
劇
、
〃
果
園
老
人
”
散
会
的
時
候
児
争
奪
黒
了
。

 
建
国
節
の
前
日
、
私
共
の
学
校
で
は
建
国
節
祝
賀
会
を
し
た
。
農
協
広
場
の

南
側
に
松
と
杉
で
ア
ー
チ
を
作
り
、
北
側
に
演
壇
を
設
け
、
国
旗
二
面
を
掲

げ
、
中
央
に
は
毛
主
席
の
像
、
演
台
の
前
方
に
は
色
と
り
ど
り
の
菊
が
飾
っ
て

あ
る
。

 
祝
賀
会
に
は
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
沢
山
人
々
が
集
っ
て
来
た
。
学
友
た
ち
も
清
い

な
着
物
を
着
て
お
り
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
赤
の
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ
、
女
生
徒
の

髪
の
飾
り
の
蝶
結
び
が
陽
の
光
に
輝
い
て
殊
更
美
し
い
。
先
生
方
も
皆
新
し
い

服
を
着
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
校
長
先
生
の
藍
色
の
制
服
に
金
色
の
先
進
工
作
子

壷
が
輝
い
て
い
る
。
父
兄
の
方
も
沢
山
お
出
に
な
っ
て
、
一
緒
に
建
国
節
を
祝

い
、
併
せ
て
私
達
の
演
芸
を
見
よ
う
と
し
て
い
ら
れ
る
の
で
す
。

 
午
後
二
時
祝
賀
式
が
開
始
さ
れ
、
国
歌
の
合
唱
は
人
が
多
い
せ
い
で
、
歌
声

中
華
人
民
共
和
国
の
小
学
語
文

は
長
々
と
、
い
つ
ま
で
も
こ
だ
ま
し
た
。

 
校
長
先
生
の
講
話
で
は
、
私
達
が
毛
主
席
の
要
望
に
答
へ
て
〃
身
体
を
健
康

に
、
学
習
を
完
全
に
仕
事
を
完
全
に
や
れ
”
と
訓
さ
れ
ま
し
た
。
農
協
の
主
任

は
、
-
吾
が
農
協
で
今
年
度
の
増
産
に
、
小
学
生
が
多
大
の
貢
献
を
し
て
呉
れ
た

と
称
へ
ら
れ
た
。

 
趙
先
生
は
井
岡
山
（
註
）
の
話
を
さ
れ
た
。
先
生
の
云
は
れ
る
通
り
、
私
の
今

の
幸
福
な
生
活
は
、
多
く
の
困
難
な
闘
争
に
よ
っ
て
勝
ち
と
っ
た
も
の
だ
と
、

詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

（
註
）
江
西
省
長
沙
の
南
に
在
り
、
解
放
戦
争
の
初
期
、
蒋
介
石
の
国
民
党
軍

 
 
 
と
共
産
軍
と
の
数
度
の
斗
争
の
あ
っ
た
処
。

 
陳
立
の
お
父
さ
ん
は
同
じ
解
放
戦
争
に
参
加
し
た
歴
戦
の
勇
士
で
す
。
校
長

先
生
は
彼
に
経
験
談
を
話
さ
せ
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
演
芸
が
始
ま
り
ま
し

た
。 

合
唱
や
舞
踏
、
詩
歌
の
朗
諦
等
が
終
っ
て
か
ら
私
共
の
ク
ラ
ス
が
〃
果
樹
園

の
老
人
”
を
演
じ
ま
し
た
。

 
散
会
の
時
に
は
陽
が
と
っ
ぷ
り
暮
れ
て
、
暗
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

○
毛
主
席
遵
守
制
度
的
故
事

 
毛
主
席
在
室
安
的
時
候
児
、
有
一
天
、
到
中
央
医
院
去
看
関
向
付
同
志
。

 
関
向
応
同
志
在
病
床
上
躯
着
、
毛
主
席
眼
忍
女
切
歯
握
手
、
就
坐
在
病
床
前

辺
、
両
個
人
軽
軽
話
談
起
話
来
了
。
忽
然
門
宿
鍬
起
、
進
来
一
個
年
軽
的
護

士
。
地
一
葦
床
辺
有
人
、
就
説
〃
同
志
、
対
木
起
、
医
生
扮
附
過
、
関
臭
墨
須

要
静
養
、
不
能
多
説
話
”
毛
主
席
転
過
身
、
笑
了
笑
説
〃
嘱
馬
対
不
起
、
我
不

知
道
医
生
有
心
仏
野
附
”
。
説
着
連
忙
早
起
来
、
安
慰
了
関
饗
応
同
志
幾
句
ノ

就
走
出
去
了
。
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在
護
士
官
公
室
裡
、
毛
主
席
又
年
延
剛
才
那
個
護
士
。
〃
小
同
志
、
侭
叫
引

腰
名
字
？
多
大
吸
？
”
人
家
都
叫
我
小
刻
、
十
六
刻
、
請
坐
磁
同
志
”

 
毛
主
席
細
細
的
問
過
病
人
的
情
況
、
又
親
切
的
対
小
刻
測
距
〃
小
同
志
侭
要

好
好
照
看
関
政
委
”

 
毛
主
席
国
後
、
小
三
児
回
到
関
向
応
同
志
的
病
房
。
他
一
進
来
、
関
向
応
同

志
就
笑
了
、
説
〃
小
刻
児
、
郁
知
道
剛
才
来
的
是
誰
鳴
？
〃
不
知
道
。
外
海
有

個
警
衛
員
、
反
正
是
首
長
、
不
管
是
誰
、
医
生
要
郁
静
養
、
我
就
不
能
譲
他
擾

乱
郁
”
〃
対
、
可
是
刻
不
知
道
他
同
腹
毛
主
席
罷
？
”

 
乱
、
毛
主
席
H
小
刻
児
際
大
引
晴
賊
山
野
。
以
後
、
地
図
人
就
講
、
毛
主
席

悠
仏
様
三
絶
、
悠
腰
様
遵
守
医
院
的
制
度
。

 
毛
主
席
が
上
安
に
居
た
頃
の
或
る
日
、
中
央
医
院
へ
関
向
応
同
志
を
見
舞
に

行
っ
た
。
関
空
応
同
志
を
見
舞
に
行
っ
た
。
関
忌
引
同
志
は
病
床
に
横
た
は
つ

た
ま
ま
で
、
毛
主
席
と
固
い
握
手
を
し
た
後
、
ベ
ッ
ド
の
前
に
腰
掛
け
て
、
二

人
は
静
か
に
話
し
始
め
て
い
た
。

 
と
こ
ろ
が
、
そ
っ
と
カ
ー
テ
ン
を
く
ぐ
っ
て
一
人
の
若
い
看
護
婦
が
入
っ
て

来
た
。
ベ
ッ
ド
の
傍
に
居
る
人
を
見
る
や
「
貴
下
、
す
み
ま
せ
ん
が
医
者
の
注

意
で
関
政
策
委
員
は
是
非
と
も
静
養
す
る
様
に
と
、
命
じ
ら
れ
て
い
ま
す
で
、

長
話
は
遠
慮
し
て
下
さ
い
」

 
毛
主
席
は
振
り
返
っ
て
頬
笑
み
乍
ら
「
あ
あ
済
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
お

医
者
さ
ん
の
言
付
け
の
あ
っ
た
こ
と
も
知
・
ら
ず
」
と
、
慌
て
立
ち
上
が
り
、
関

面
応
に
、
ゆ
っ
く
り
静
養
す
る
様
に
と
言
葉
を
残
し
て
出
て
行
き
ま
し
た
。

 
看
護
婦
詰
所
で
、
毛
主
席
は
今
先
き
の
看
護
婦
に
パ
ッ
タ
リ
出
会
い
ま
し

た
。

 
「
貴
女
は
名
前
は
何
と
お
呼
び
す
る
の
で
す
か
、
お
年
は
幾
つ
に
な
ら
れ
ま

す
？
」

 
「
人
々
は
私
を
小
刻
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
十
六
才
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

お
掛
け
下
さ
い
」

 
毛
主
席
は
あ
れ
こ
れ
と
病
状
に
つ
い
て
尋
ね
、
 
「
貴
女
、
ど
う
ぞ
関
政
策
委

員
の
病
気
の
世
話
を
よ
ろ
し
く
お
頼
み
し
ま
す
よ
」
と
、
言
葉
を
残
し
て
帰
っ

た
。 

毛
主
席
が
帰
っ
て
か
ら
、
小
刻
は
玉
垂
応
同
志
の
病
室
へ
行
っ
た
。
彼
女
が

入
っ
て
来
る
と
、
関
響
応
同
志
は
笑
ひ
乍
ら
、
 
「
小
刻
児
、
貴
女
は
今
先
き
此

処
，
へ
い
ら
っ
し
や
っ
た
の
は
誰
だ
か
知
っ
て
い
る
9
」
 
「
存
じ
ま
せ
ん
、
で
も

警
備
員
が
い
た
で
す
か
ら
、
ど
う
せ
何
処
か
の
頭
で
し
よ
う
、
誰
で
あ
っ
て

も
、
先
生
か
ら
安
静
を
命
じ
て
い
ら
れ
る
の
で
す
、
誰
だ
っ
て
貴
下
の
安
静
を

乱
す
こ
と
は
許
せ
家
せ
ん
」
 
「
そ
の
通
り
だ
、
が
然
し
、
貴
女
は
あ
の
人
が
よ

も
や
毛
主
席
で
あ
ろ
う
と
は
判
ら
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
」

 
あ
っ
H
毛
主
席
1
1
”
小
苅
児
は
大
き
く
眼
を
あ
け
た
ま
ま
開
い
た
口
が
閉
が
り

ま
せ
ん
。

 
そ
れ
か
ら
は
彼
女
は
逢
う
人
毎
に
、
毛
主
席
と
云
う
方
が
ど
ん
な
に
物
腰
軟

く
、
規
則
を
よ
く
守
ら
れ
る
方
だ
と
讃
め
た
た
へ
て
居
り
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
☆
 
 
☆
 
 
☆

 
毛
主
席
と
並
ん
で
重
視
さ
れ
て
い
る
人
民
公
社
の
教
材
を
拾
っ
て
見
よ
う
。

○
人
民
公
社
像
太
陽

 
我
個
公
社
的
土
地
上
、

 
田
野
寛
闊
像
海
洋
、
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●

施
拉
機
、
来
回
転
、

打
下
的
糧
食
推
満
倉
。

我
個
公
社
的
土
地
上
、

建
起
一
座
鉄
工
廠
、

新
農
具
、
自
己
造
、

鉄
錘
日
夜
響
町
瞠
。

我
個
公
社
的
土
地
上
、

轡
轡
的
流
水
続
村
庄
、

豆
満
棚
、
瓜
満
架
、

鶏
鴨
成
群
魚
満
塘
。

人
民
公
社
像
太
陽
、

光
芒
燦
欄
照
四
方
、

収
成
一
年
比
一
年
好
、

歓
楽
的
歌
声
越
唱
越
響
亮
。

俺
た
ち
の
人
民
公
社
は

田
畑
は
広
広
、
大
洋
の
ご
と
、

何
処
に
も
ト
ラ
ク
タ
ー
が
動
き

取
入
れ
た
穀
物
は
倉
庫
に
一
杯
。

俺
た
ち
の
公
社
の
土
地
に
、

申
華
人
民
共
和
国
の
小
学
語
丈

製
鉄
所
が
設
備
さ
れ
て
、

新
し
い
農
具
も
自
分
で
造
れ
る
、

ハ
ン
マ
ー
の
響
き
は
夜
ど
う
し
タ
ン
タ
ン
。

俺
た
ち
の
公
社
の
土
地
に
、

う
ね
う
ね
と
用
水
路
が
め
ぐ
っ
て
、

豆
は
一
杯
、
瓜
は
鈴
な
り
、

鶏
鴨
は
う
よ
う
よ
、
魚
は
池
を
と
び
出
し
そ
う
。

人
民
公
社
は
太
陽
の
様
に
、

光
は
キ
ラ
キ
ラ
遍
ね
く
輝
き
、

収
獲
は
年
々
記
録
を
破
り
、

歓
び
の
歌
声
は
何
日
ま
で
も
。

○
豊
収
児
歌

 
 
一
収
割
忙

 
遠
也
黄
、
近
也
黄
、

 
遍
地
麦
穂
翻
金
浪
、

 
社
員
椚
、
排
成
行
、

 
手
掌
鎌
刀
収
割
忙
。

 
紅
太
陽
、
火
一
様

 
大
家
的
幹
勤
比
火
旺
。

 
一
辺
割
、
一
辺
唱
、

 
斉
唱
豊
収
喜
洋
洋
。
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＼

二
一
千
座
山

千
座
山
、
万
座
山
、

金
光
閃
閃
山
連
山
。

太
陽
公
公
看
見
了
、

驚
得
両
眼
滴
溜
圓
、

甚
腰
人
、
真
能
幹

搬
来
千
座
万
座
山
、

就
是
．
哨
、
就
是
哨

人
民
公
社
好
社
員
。

一
 
豊
作
の
歌

遠
く
も
近
く
も
み
な
黄
色
、

何
処
も
麦
の
穂
こ
が
ね
の
波
。

社
員
達
は
列
を
作
っ
て
、

鎌
を
手
に
手
に
取
入
れ
に
。

真
赤
な
太
陽
は
火
と
燃
へ
て
。

刈
り
と
り
乍
ら
、
歌
い
乍
ら
、

皆
の
力
も
火
と
燃
え
る
、

皆
で
豊
作
の
歌
を
、
喜
は
と
は
に
。

二
 
幾
千
の
山
山

千
の
山
、
万
の
山
、

黄
金
は
キ
ラ
キ
ラ
山
又
山
に
、

太
陽
さ
ん
も
御
覧
に
な
ろ
う
、

目
に
涙
う
か
べ
て
驚
か
れ
よ
う
、

誰
が
一
番
働
き
手
か
考
へ
て
み
よ
う
、

千
の
山
々
、
万
の
山
々
、

そ
れ
が
俺
た
ち
、
こ
の
俺
た
ち
よ
、

人
民
公
社
の
働
き
者
た
ち
。

○
公
社
弁
工
廠

社
裡
弁
起
発
電
廠
、

発
電
機
器
轟
轟
響
、

推
磨
車
水
不
用
牛
、

家
家
一
戸
一
戸
電
燈
古
冗
。

農
具
工
廠
平
地
起
、

城
裡
送
来
新
機
器
。

機
器
転
動
快
如
飛

造
出
鉄
梨
一
大
批
。

社
社
修
建
化
肥
廠
、

多
造
肥
料
多
打
糧
、

要
破
水
稲
万
斤
関
、

不
准
禾
苗
再
発
黄
。
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人
民
公
社
の
工
場

公
社
内
に
発
電
所
、

モ
ー
タ
ー
は
轟
轟
と
、

粉
挽
き
も
、
吸
上
ポ
ン
プ
も
牛
は
使
は
ぬ
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
家
に
電
灯
が
と
も
る
。

農
具
工
場
が
創
設
さ
れ
て
、

町
か
ら
新
機
械
が
運
ば
れ
て
、

機
械
の
動
き
は
飛
ぶ
様
に
、

作
っ
た
梨
は
山
の
よ
う
。

ど
の
社
も
、
ど
の
社
も
化
学
肥
料
工
場
、

う
ん
と
肥
料
を
や
っ
て
収
獲
を
上
げ
よ
う
。

米
産
一
万
斤
の
レ
コ
ー
ド
を
破
り
た
い

作
物
の
青
枯
れ
に
も
気
を
く
ば
ろ
う
。
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（
以
上
）

中
華
人
民
共
和
国
の
小
学
語
文


